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50, 419-433(2012). [解説] 
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価”, 材料の科学と工学, 49, 242-245(2012). [解説] 

2-28) 相澤 守, “バイオセラミックスの現状と新展開”, 無機マテリアル, 19, 363-370(2012). [総説] 
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19, 423-429(2012). 
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用バイオ人工肝臓の作製をめざして‐”, 無機マテリアル, 19, 462-465(2012). 

2-31) T. Matsuura, and M. Aizawa, “Chapter 26 Bioceramics for development of bioartificial liver”, Polymeric 

Biomaterials: Medicinal and Pharmaceutical Applications, Volume 2, CRC press (2012) pp. 691-713. [著

書] 

2-32) 相澤 守, 小西敏功, 松本守雄, “低侵襲治療を指向したペースト状人工骨の開発”, 工業材料, 60, 

46-54(2012). [解説] 

2-33) 相澤 守, 庄志, “配向性アパタイト単結晶粒子の合成とそのタンパク質吸着特異性”, Colloid & 

Interface Communication, 37, 29-31(2011). [解説] 

2-34) 生体関連材料部会（小川哲朗, 相澤守, 菊池正則, 宮路史明）, “生体間材料分野の発展”, セラミ

ックス, 46, 1054-1060(2011). [解説] 

2-35) 相澤 守, 庄志, “配向性アパタイトの超微細構造観察–なぜ, 人は体の部位により異なる配向性を

備えたアパタイトを選んでいるのか？”, 未来材料, 11, 2-5(2011). [解説] 

2-36) 相澤 守, 小西敏功, 松本守雄, “キレート硬化型骨修復セメントの開発”, セラミックデータブッ

ク 2010 (Ceramic Data Book 2010), 38, 201-205(2010). [解説] 
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2-37) 相澤 守, “バイオセラミックスルネッサンス ―次世代バイオセラミックスの二つの潮流―”, 

バイオマテリアル, 27, 73-74(2009). (提言) 

2-38) 相澤 守, 松浦知和, “再生医療に貢献するセラミックス ―細胞に快適な住環境を与えて三次元

組織を再生する―”, 化学と工業, 62, 551-554(2009). [解説] 

2-39) 菊池正紀, 相澤 守, “生体関連セラミックスの研究動向と将来展望”, セラミックス, 43, 978-

982(2008). [解説] 

2-40) 相澤 守, 森末 光, 松本守雄, 松浦知和, ”セラミックススカフォールド アパタイトファイバー

スカフォールドによる組織再生”, バイオマテリアル, 26, 301-308(2008). [解説] 

2-41) 相澤 守, 神澤信行, 松本守雄, ”アパタイトファイバースキャフォルドの創製と骨再生への応用”, 

マテリアルインテグレーション, 20, 62-68(2007). [解説] 

2-42) 相澤 守, “生体骨と力学的に調和した有機-無機ハイブリッドの創製”, 高分子, 56, 140 (2007).  

[解説] 

2-43) 相澤 守, 松本守雄, “特異的に配向した結晶面をもつアパタイトファイバーの特性とその骨再生

への応用”, 無機マテリアル, 13, 345-352(2006).  [解説] 

2-44) 松本守雄, 森末 光, 相澤 守, “アパタイトファイバースキャホールドの開発と臨床応用に向けた

試み”, セラミックス, 40, 865-868(2005).  [解説] 
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2-47) 相澤 守, 篠田洋紀, 松本守雄, “ティッシュエンジニアリングのためのアパタイトファイバーに

よる新規な三次元培養スキャフォルドの開発“, Phosphorus Letter, No. 51, 3-12(2004). [解説] 

2-48) 相澤 守, 松本守雄, “ティッシュエンジニアリングのための新しい三次元培養スキャフォルドの
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コーティング", Phosphorus Letter, No. 28, 3-8 (1997).  [解説] 

 

3. 特許 

3-1) 相澤 守, 中村まり子, 山田清貴, 永井重徳, 特願 2014-192763, 「細胞培養基材, 細胞培養基材の製

造方法, 細胞培養方法, 及び細胞培養装置」, 学校法人 明治大学(出願日 2014 年 9月 22日) 

3-2) 谷 俊彦, 相澤 守, 石田明祐, 特願 2014-115232, 「板状リン酸化合物粒子, それを含む板状リン酸

化合物粉体, 及び, 板状リン酸化合物粉体の製造方法」, 株式会社 豊田中央研究所, 学校法人 明治大学

(出願日 2014年 6月 3日) 

3-3) 木南啓司, 有村英俊, 相澤 守, 水本みのり, 小西敏功, 特願 2013-167002（WO 2015/020192）, 「生
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学, 学校法人慶應義塾（出願日 2009年 5月 20日） 

3-17) 相澤守, 庄志, 特願 2009-57161, 「板状ヒドロキシアパタイト単結晶の製造方法」（特開 2010-

208896；特許 5467432）, 学校法人明治大学（出願日 2009年 3月 10日） 

3-18) 相澤 守, 堀口悠紀子, 特願 2008-027149（特開 2009-183498；特許 5354562）, 「セメント用材料, 

セメント用材料の製造方法, セメントの製造方法及びセメント」, 学校法人明治大学（出願日 2008 年 2

月 7日） 

3-19) 相澤 守, 堀口悠紀子, 吉川哲史, 特願 2008-017521（特開 2009-178225；特許査定 5234538）, 「セ

メント組成物, セメントキット, セメント及びセメントの製造方法」, 学校法人明治大学（出願日 2008

年 1月 29日） 

3-20) M. Aizawa, Y. Horiguchi,  US 特許(12/063,220；US2010/0132593；US8,172,939 B2),  “Material for 

cement, and cement”,  Meiji University（登録日 2012年 5月 8日） 

3-21) 相澤 守, 堀口悠紀子, 特願 2008-503302（特再公表 2008-90648；特許 4158945）, 「セメント用材

料およびセメント」, 学校法人明治大学 

3-22) 相澤 守, 吉川哲史, 堀口悠紀子, 特願 2007-246426（特開 2008-200476；特許 5234536）, 「セメン

ト用材料およびセメント」, 学校法人明治大学 

3-23) 相澤 守, 江本 精, 大野俊樹, 崔 博坤, 鹿又宣弘, 特願 2006-037092, 「薬剤送達用担体及びそれを

利用した医薬」, 学校法人明治大学, 学校法人福岡大学 

3-24) 相澤 守, 松浦知和, 特願 2005-079350（特開 2006-254848；特許 4631049）, 「バイオリアクター」, 

学校法人明治大学（出願日 2005年 3月 18日） 

3-25）相澤 守, 松浦知和, 特願 2005-079350, 「肝細胞の培養」, 学校法人明治大学 

3-26) 相澤 守, 特願 2003-332612（特開 2005-95346；特許 4595080）, 「セメント用材料およびセメント」, 

学校法人明治大学（出願日 2003年 9月 25日） 

3-27) 相澤 守, 特願 2003-82521（特開 2004-284933；特許 4764985）, 「繊維状リン酸カルシウム」, 宇

部マテリアル株式会社/学校法人明治大学（出願日 2003年 3月 25日） 

3-28) 相澤 守, 特願 2001-288576（特開 2003-93052；特許 4790944）, 「骨芽細胞の培養方法」, 宇部マ

テリアル株式会社/学校法人明治大学（登録日 2001年 9月 21日） 

3-29) 相澤 守, 特願 2001-300791, 「板状アパタイトの製造方法」 
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3-30) 相澤 守, 板谷清司, 末益博志, 野末 章, 竹内啓泰, 特願平 10-134042: 「ハイドロキシアパタイト

皮膜の形成方法」 

3-31) 相澤 守, 名和正弘, 特願 2000-47914: 「リン酸カルシウム被覆ジルコニア系生体材料及びその製

造法」. 

3-32) 相澤 守, 渡辺 聡, 竹内啓泰, 特願 2000-238464: 「塩基性タンパク質吸着剤およびその製造方法」 

3-33) W. Bonfield, S. M. Best, M. Aizawa, The United Kingdom Patent 0226469.5, “A Synthetic Bone Materials”, 

Cambridge University Technical Service Limited (2003) 

3-34) W. Bonfield, S. M. Best, M. Aizawa, International Patent Application No. PCT/GB2003/004924, “A Synthetic 

Bone Materials”, Cambridge University Technical Service Limited (2003) 

 

4. 受賞関連 

相澤の受賞 

4-1) 平成 13年度日本セラミックス協会進歩賞受賞 

タイトル：生体活性テーラードマテリアルの創製と生物学的評価に関する研究 

4-2) 平成 14年度日本MRS 奨励賞 

タイトル：Development of scaffolds with large pore size and high porosity for tissue engineering using single-

crystal apatite fibres 

4-3) ABC award (Asian BioCeramics Symposium 2003) 

タイトル：Fabrication of bioactive cement using hydroxyapatite particles modified with inositol phosphate, its in 

vitro evaluation 

4-4) 日本無機リン化学会奨励賞（平成 16年度） 

タイトル：硬組織再生を促進する新規な三次元構造を有する多孔質アパタイト 

4-5) 第 46回 無機マテリアル学会 永井記念奨励賞（2005） 

タイトル：アパタイトファイバーの超微細構造解析と骨修復材料への応用 

4-6) 平成 17年度（第 18回）日本材料試験技術協会賞（2005）（上智大, 久森先生らと共同で受賞） 

タイトル：荷重下におけるチタン合金へのアパタイトの析出能評価 

4-7) 第 22回 日本無機リン化学会 学術賞（平成 25 年度） 

タイトル：異方性制御アパタイトの創製とその応用に関する研究 

4-8) 第 55回 無機マテリアル学会 学術賞（平成 26 年度） 

タイトル：生体硬組織モデルとなりうる異方性アパタイト単結晶粒子の合成とその応用に関する研究 

4-9) 第 24回連合駿台会学術賞（平成 29年度） 

タイトル：Evaluation of resistance to fragmentation of injectable calcium phosphate cement paste using X-ray 

microcomputed tomography 

学会などでの研究室メンバーの受賞  

4-10）Y. Murasugi, A. Miyazaki, N. Kanzawa, M. Aizawa 

Best Poster Presentation Award (The 22nd International Symposium on Ceramics in Medicine 2009) 
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タイトル：Gene expression of osteoblasts cultured on apatite ceramics with preferred orientation to a-plane 

（和訳：a面配向したアパタイトセラミックス上で培養した骨芽細胞の遺伝子発現） 

4-11) S. Sato, Y. Horiguti, M. Mizumoto, K. Oribe and M. Aizawa 

ABC award (Asian BioCeramics Symposium 2003) 

タイトル：Effects of Mixing Solutions on the Compressive Strength and Biocompatibility of Chelate-setting 

Apatite Cements 

（和訳：キレート硬化型アパタイトセメントの圧縮強度と生体適合性に及ぼす混練液の影響） 

4-12) Z. Zhuang, M. Aizawa 

Silver Poster Award (Fourth InternationalConference of Science and Technology of Advanced Ceramics; STAC-4) 

タイトル：Synthesis of plate-shaped hydroxyapatite single crystal with preferred orientation to c-plane 

（和訳：c面配向した板状水酸アパタイト単結晶の合成） 

4-13) 庄 志, 相澤 守 

第 14回生体関連セラミックス討論会優秀発表賞（2010） 

タイトル：高分解能透過型電子顕微鏡による板状アパタイト単結晶の超微細構造解析 

4-14) 本田みちよ, 小西敏功, 水本みのり, 相澤守 

日本無機マテリアル学会第 121回学術講演会奨励賞（2010） 

タイトル：キレート硬化型骨アパタイトセメントの抗腫瘍性評価 

4-15) Z. Zhuang, M. Aizawa 

ABC2010 Best Poster Award (The 10th Asian BioCeramics Symposium 2010) 

タイトル：Selective Adsorption Behaviors of Proteins on Hydroxyapaties of Different Morphology 

（和訳：異なる形態の水酸アパタイトにおけるタンパク質の選択的吸着性） 

4-16) 三浦舞子, 深澤 潤,  安冨由美子,  前橋はるか, 松浦知和, 相澤 守 

日本セラミックス協会第 24 回秋季シンポジウム 特定セッション学生優秀発表賞（2011） 

タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドとラット骨髄細胞を用いて再構築した再生培養骨の骨

芽細胞の分化に及ぼすラジアルフロー型バイオリアクター内の培地循環速度の影響 

4-17) 藤岡 恵, 高 正宏, 澤田敏樹, Zhi Chunyi, 坂東義雄, Golberg Dmitri, 相澤 守, 芹澤 武 

第 63回コロイドおよび界面化学討論会 ポスター賞（2011） 

タイトル：水溶性合成ポリマーによる窒化ホウ素ナノチューブの単一分散 

4-18) 鴈本拓也, 本田みちよ, 水本みのり, 松成ひとみ, 竹内靖浩, 長嶋比呂志, 相澤 守 

第 20回硬組織再生生物学会学術大会, 優秀一般演題（口演）（2011） 

タイトル：ブタの脛骨埋入による高強度化アパタイトファイバースキャフォルドの生体適合性 

4-19) Z. Zhuang, T. Miki, M. Yumoto, M. Aizawa 

Outstanding Poster Award, 12th International Union of Materials Research Societies International Conference in 

Asia (2011) 

タイトル：Ultrastructural Observation of Hydroxyapatite Ceramics with Preferred Orientation to a-plane using 

High-resolution Transmission Electron Microscopy 
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（和訳：高分解能透過型電子顕微鏡法による a面配向性アパタイトセラミックスの超微細構造観察） 

4-20) Y. Kawanobe, M. Honda, T. Konishi, M. Mizumoto, Y. Habuto, N. Kanzawa, Z. Zhuang and M. Aizawa 

The Best Poster Presentation Award, 23rd Symposium and Annual Meeting of International Society for Ceramics 

in Medicine (ISCM)-(Bioceramics23) by ISCM (2011) 

タイトル：Preparation of silver-containing hydroxyapatite powder by ultrasonic spray-pyrolysis technique and its 

antibacterial property 

（和訳：超音波噴霧熱分解法による銀含有ハイドロキシアパタイト粉体の調製およびその抗菌特性） 

4-21) Y. Kinoshita, S. M .Best and M. Aizawa 

ABC Award 2011, The 11th Asian BioCeramics Symposium (2011) 

タイトル：Fabrication and evaluation of silicon-containing apatite fiber scaffolds for bone tissue engineering 

（和訳：ケイ素含有アパタイトファイバーを用いた骨再生用スキャフォルドの作製と評価） 

4-22) T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, Zhi Zhuang and M. Aizawa 

ABC award 2011, The 11th Asian BioCeramics Symposium (2011) 

タイトル：Effect of concentration of inositol hexaphosphate on material properties of chelate-setting apatite cement 

（和訳：キレート硬化型アパタイトセメントの材料特性に及ぼすイノシトールリン酸濃度の影響） 

4-23) Zhi Zhuang , Midori Yumoto , Takuya Miki and Mamoru Aizawa 

Best Poster Award, 9th World Biomaterials Congress (2012) 

タイトル： Development of Hydroxyapatite Ceramics with Preferred Orientation to a-plane and Their 

Characterizations 

（和訳：a面配向水酸アパタイトセラミックスの開発とそのキャラクタリゼーション） 

4-24) 三浦舞子, 深澤 潤, 安冨由美子, 前橋はるか, 松浦知和, 相澤 守 

日本セラミックス協会 第 25回秋季シンポジウム 特定セッション学生優秀発表賞（2012） 

タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドを装填したラジアルフロー型バイオリアクターによる

ラット骨髄細胞からの再生培養骨の構築 ―培地循環速度の最適化－ 

4-25) 安生絵利奈, 藤見峰彦, 前橋はるか, 松浦知和, 相澤 守 

第 22回無機リン化学討論会 若手優秀研究発表賞（2012） 

タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドを用いた長期三次元循環培養による再生肝オルガノイ

ドの構築とその機能 

4-26) 服部竜也, 永井亜希子, 五十嵐香理, 相澤 守, 山下仁大 

第 22回無機リン化学討論会 若手優秀研究発表賞（2012） 

タイトル：分極水酸アパタイトセラミックスを用いた肉腫細胞の増殖抑制”, 第 22回無機リン化学討論

会「神戸大会」, 神戸大学六甲台キャンパス 瀧川記念学術交流会館, 日本無機リン化学会, 2012.9.25-26 

4-27) 清水秀樹, 庄 志, 猪股義彦, 松田信之, 相澤 守 

公益社団法人日本セラミックス協会生体関連材料部会 

第 16回生体関連セラミックス討論会 最優秀発表賞受賞（2012） 

タイトル：クエン酸を添加した均一沈殿法による球状水酸アパタイトの合成とそのキャラクタリゼーシ
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ョン 

4-28) 木下友花里, S. M. Best, 相澤 守 

公益社団法人日本セラミックス協会生体関連材料部会 

第 16回生体関連セラミックス討論会 The Division 賞受賞（2012） 

タイトル：ケイ素含有アパタイトファイバーによる骨再生用スキャフォルドの in vitro評価 

4-29) 小西敏功，水本みのり，本田みちよ，竹内靖浩，松成ひとみ，長嶋比呂志，相澤 守 

Racquel LeGeros Award; 6th International Symposium on Apatite and Correlative Biomaterials (ISACB6) 

タイトル：Fabrication of α-Tricalcium Phosphate Cement Using Chelating Mechanism of Inositol Phosphate and 

Its Histological Evaluation（2013年 6 月 5 日～6月 8日にフランス, ナント, La Cité des Congrés にて開催） 

4-30) 茅嶋健太郎，大山 遼，江本 精，松浦 知和，新井 良和，長屋 昌樹，長嶋比呂志，相澤 守 

第 23回無機リン化学討論会 若手優秀研究発表賞（2013） 

タイトル：血管内皮細胞増殖因子を担持した高強度化アパタイトファイバースキャフォルドの in vitro 

および in vivo 評価, 第 23 回無機リン化学討論会, 島根県松江市 松江テルサ, 日本無機リン化学会, 

2013.9.19-20 

4-31) 中村まり子，庄 志，梅田 遼，永井重徳，相澤 守 

Best Poster Award; The 2nd International Symposium on Inorganic and Environmental Materials 2013 (ISIEM 

2013) 

タイトル：Cellular response of immunocyte to boron-containing apatite ceramics 

（2013年 10月 27日～10月 31日にフランス, レンヌにて開催） 

4-32) 中村まり子, 三浦舞子, 前橋はるか, 松浦知和, 相澤 守 

ハイライト講演に選定 

タイトル：ラジアルフロー型バイオリアクターを用いた再生培養骨の構築に向けたアパタイトファイ 

バースキャフォルドの最適気孔構造の検討 

第 35回 日本バイオマテリアル学会大会, 日本バイオマテリアル学会 

4-33) 柿沼祐亮, 石井 賢, 石濱寛子, 本田 みちよ, 戸山芳昭, 松本守雄, 相澤 守 

2014年年会優秀ポスター発表賞 

タイトル：イノシトールリン酸のキレート能を利用した銀担持アパタイトによる抗菌性インプラントの

創製とその生体適合性 

日本セラミックス協会 2014 年年会, 慶應義塾大学（日吉キャンパス） 

4-34) 本田みちよ, 中村まり子, 相澤 守 

特定セッション若手優秀発表賞 

タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドにおける血管内皮細胞と骨芽細胞の共培養 

日本セラミックス協会 第 27回秋季シンポジウム, 鹿児島大学（郡元キャンパス） 

4-35) 横田倫啓, 林田豪太, 中野和明, 長屋昌樹, 本田みちよ, 長嶋比呂志, 相澤 守 

第 11回 若手優秀発表賞 

タイトル：骨ミネラル含有アパタイト粉体からの多孔質セラミックスの作製とその in vivo評価 
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第 24回 無機リン化学討論会, 高知県高知市 高知会館, 日本無機リン化学会 

4-36) 沢田知也, 永田幸平, 本田みちよ, 長屋昌樹, 林田豪太, 中野和明, 木南啓司, 有村英俊, 長嶋比呂

志, 相澤 守 

ハイライト講演に選定 

タイトル：気孔形成剤を添加した生体吸収性-リン酸三カルシウムセメントの in vivo評価 

第 36回 日本バイオマテリアル学会大会, 日本バイオマテリアル学会 

4-37) 永田幸平, 小西敏功, 本田みちよ, 相澤 守 

最優秀発表賞 

タイトル：キレート硬化型-リン酸三カルシウムセメントの血液中での Non-fragmentation の検証 

第 18回 生体関連セラミックス討論会, 日本セラミックス協会 生体関連材料部会 

4-38) 永田幸平, 小西敏功, 本田みちよ, 相澤 守 

トピックス講演に選定 

タイトル：キレート硬化型 -リン酸三カルシウムセメントの Non-fragmentation の検証とその材料評価 

日本セラミックス協会 2015 年年会, 岡山大学 津島キャンパス, 日本セラミックス協会 

4-39）鈴木 来, 本田みちよ, 相澤 守 

第 12回 若手優秀発表賞 

タイトル：間葉系幹細胞を培養したアパタイトファイバースキャフォルドのラット背部皮下埋入による

生体内反応 

第 25回 無機リン化学討論会, 山形県米沢市 山形大学, 日本無機リン化学会 

4-40) 井ヶ田一貴, 永井 亜希子, 相澤 守, 山下仁大 

第 12回 若手優秀発表賞 

タイトル：マクロファージ接着が引き起こす生体反応の相違 

第 25回 無機リン化学討論会, 山形県米沢市 山形大学, 日本無機リン化学会 

4-41) 安田沙織, 本田みちよ, 長屋昌樹, 浅野吉則, 中野和明, 長嶋比呂志, 相澤 守 

無機マテリアル学会講演奨励賞 

タイトル：筋および脂肪組織埋入による血管内皮細胞増殖因子を担持させた高強度化アパタイトファイ

バースキャフォルドの組織学的評価 

第 131回学術講演会, 愛知県名古屋市 愛知県産業労働センター, 無機マテリアル学会 

4-42) 伊藤賢人, 鴈本拓也, 長田直生, 中野和明, 浅野吉則, 長屋昌樹, 松成ひとみ, 本田みちよ, 織部一

弥, 長嶋比呂志, 相澤 守 

無機マテリアル学会講演奨励賞 

タイトル：気孔構造を精密制御した多孔質水酸アパタイトセラミックスの生体内反応 

第 131回学術講演会, 愛知県名古屋市 愛知県産業労働センター, 無機マテリアル学会 

4-43) 伊藤賢人, 鴈本拓也, 長田直生, 中野和明, 浅野吉則, 長屋昌樹, 織部一弥, 本田みちよ, 長嶋比呂

志, 相澤 守 

ハイライト講演に選定 
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タイトル：気孔構造を精密制御した多孔質-リン酸三カルシウムセラミックスの骨形成能 

第 37回 日本バイオマテリアル学会大会, 日本バイオマテリアル学会 

4-44) Shuhei Tsurumi, Michiyo Honda, Tomoji Takayama, Takehiko Nakajima, Ken Ishii, Morio Matsumoto and 

Mamoru Aizawa (鶴見秀平, 本田みちよ, 高山知士, 中島武彦, 石井賢, 松本守雄, 相澤 守) 

Best Student SCMBB Award, The 15th Asian BioCeramics Symposium (2015) 

タイトル：Immobilization of silver ions to porous hydroxyapatite/collagen composites and its anti-bacterial activity 

(多孔質アパタイト/コラーゲン複合体への銀イオンの固定化およびその抗菌活性) 

4-45) 本田みちよ, 相澤 守 

トピックス講演に選定 

タイトル：アパタイトファイバースキャフォルドにおける骨芽細胞と血管内皮細胞の局在 

日本セラミックス協会 2016年年会, 早稲田大学, 西早稲田キャンパス, 日本セラミックス協会 

4-46）永田幸平 

日本セラミックス協会 生体関連材料部会 第 20回生体関連セラミックス討論会「最優秀質問賞」 

4-47) Kohei NAGATA, Kei FUJIOKA, Toshiisa KONISHI, Michiyo HONDA, Masaki NAGAYA, Hiroshi 

NAGASHIMA and Mamoru AIZAWA 

Journal of the Ceramic Society of Japan2017年 1月号の「表紙」に採用 

Evaluation of resistance to fragmentation of injectable calcium-phosphate cement paste using X-ray microcomputed 

tomography 

表紙：http://doi.org/10.2109/jcersj2.125.H1-1 

4-48) 玉澤成記, 本田みちよ, 相澤 守 

トピックス講演に選定 

タイトル： a(b)面を多く露出したアパタイトセラミックスの異方性構造と細胞接着, 増殖, 分化との関

係性 

日本セラミックス協会 2017 年年会, 日本大学, 駿河台キャンパス, 日本セラミックス協会 

4-49）Ryo Hariya, Michiyo Honda, and Mamoru Aizawa（針谷 諒, 本田みちよ, 相澤 守） 

BIOCERAMICS 29 Best Poster Award (BIOCERAMICS 29) 

タイトル：Fabrications of Connective Tissue Growth Factor-loaded Apatite-Fiber Scaffolds With Enhanced 

Mechanical Property and Their Biological Evaluation 

（和訳：結合組織増殖因子を担持させた高強度化アパタイトファイバースキャフォルドの作製とそれら

の生物学的評価） 

4-50）加々見早苗, 木造理萌子, 永井重徳, 相澤 守 

第 135 回無機マテリアル学会講演奨励賞（無機マテリアル学会第 135回学術講演会） 

タイトル：種々の免疫賦活剤を担持させた水酸アパタイトセラミックスの薬剤徐放特性とその免疫細胞

応答性 

4-51）森田恵里香, 本田みちよ, 中村まり子, 松浦知和, 相澤 守 

第 135回無機マテリアル学会講演奨励賞（無機マテリアル学会第 135回学術講演会） 

http://doi.org/10.2109/jcersj2.125.H1-1
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タイトル：アパタイト多孔質顆粒を培養基材とした株化肝細胞の培養とその肝機能評価 

4-52) 木造理萌子, 本田みちよ, 永井重徳, 相澤 守 

日本バイオマテリアル学会優秀研究ポスター賞（第 39回日本バイオマテリアル学会大会） 

タイトル：CaO-P2O5-SiO2-B2O3系ガラスセラミックスと免疫細胞との相互作用 

4-53）伊東莉菜, 横田倫啓, 相澤 守 

日本バイオマテリアル学会優秀研究ポスター賞（第 39回日本バイオマテリアル学会大会） 

タイトル：種々の陽イオンを置換した水酸アパタイトセラミックスの作製とそれらの細胞応答性 

4-51）横田倫啓, 本田みちよ, 大坂直也, 牧田昌士, 西川靖俊, 春日敏宏, 相澤 守 

日本バイオマテリアル学会優秀研究ポスター賞（第 39回日本バイオマテリアル学会大会） 

タイトル：抗菌性を備えた銀含有リン酸カルシウム微小球の合成とその特性評価 

4-55) K. Kiminami, K. Nagata, T. Konishi, M. Mizumoto, M. Honda, K. Nakano, M. Nagaya, H. Arimura, H. 

Nagashima and M. Aizawa（木南啓司, 永田幸平, 小西敏功, 水本みのり, 本田みちよ, 中野和明, 長屋昌

樹, 有村英俊, 長嶋比呂志, 相澤 守） 

Journal of the Ceramic Society of Japan 2018年 2月号の「表紙」に採用 

タイトル：Bioresorbability of chelate-setting calcium-phosphate cement hybridized with gelatin particles using a 

porcine tibial defect model 

（ブタ脛骨欠損モデルを用いたゼラチン粒子でハイブリッド化したキレート硬化型リン酸カルシウム

セメントの生体内吸収性） 

表紙：https://www.jstage.jst.go.jp/article/jcersj2/126/2/126_126.H2-1/_article/-char/en   

 

5. 新聞掲載 

5-1) 1999年 1月 29日；日経産業新聞に研究成果掲載（細胞培養シート） 

5-2) 2002年 8月 14日；日経産業新聞に研究成果掲載（体になじむ材料） 

5-3) 2003年 10月 21日；日経産業新聞に研究成果掲載（骨化しやすい材料開発） 

5-4) 2003年 10月 24日；日刊工業新聞に研究成果掲載（少しの苦痛で骨修復） 

5-5) 2004年 9月 25日；日経産業新聞に研究成果掲載（立体形状の人工骨に） 

5-6) 2004年 10月 21日；日経産業新聞に研究成果掲載（すぐに固まる骨の補強材） 

5-7) 2004年 11月 25日；日経産業新聞 先端技術欄「生体修復に挑む 人工材料」に研究成果掲載 

5-8) 2006年 10 月 30日；日経産業新聞に研究成果掲載（人工骨で癌治療） 

5-9) 2007年 5月 21日；日刊工業新聞に研究成果掲載（個人にあわせ人工骨材料） 

5-10) 2007年 5 月 28日；日経産業新聞に研究成果掲載（人工骨 強度調整 OK） 

5-11) 2010 年 8月 26日；化学工業日報に研究成果掲載（抗菌剤担持に成功） 

5-12) 2011 年 2月 3日；日経産業新聞に研究成果掲載（セラミックスで骨再生） 

5-13) 2012年 2 月 8日；日経産業新聞に研究成果掲載（抗菌性人工骨 低コストで） 

5-14) 2012年 3 月 22日；日経産業新聞に研究成果掲載（人工骨 ペースト状材料） 

5-15) 2012年 9月 11日；日経産業新聞に研究成果掲載（ペースト状でミネラルを配合 骨の形成を促す

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jcersj2/126/2/126_126.H2-1/_article/-char/en
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効果が高い人工骨材料を開発） 

5-16) 2012年 9月 12日；化学工業日報に研究成果掲載（サケ由来のたんぱく質利用 新規抗菌性材料を

創製） 

5-17) 2013年 9月 20日；化学工業日報に研究成果掲載（ペースト状の人工骨 短時間で硬化 骨粗しょ

う症などに） 

5-18) 2014年 12月 5日；日経産業新聞に研究成果掲載（立体的な肝臓作製） 

5-19) 2015年 3月 13日；化学工業日報に研究成果掲載（ペースト状人工骨 血中介在時に硬化） 

5-20) 2016 年 2 月 24日；化学工業日報に研究成果掲載（血管備えた人工骨 セラ材足場に 2細胞培養） 

 

6. その他 

6-1) Science & Technology Journal, April (2005) 研究室訪問第 82回「骨の治療に役立つ新材料を開発」 

6-2) 子供の科学, 次世代医療最前線「ペースト状人工骨になる新材料の開発」, 11月号, 76-77(2013). 

6-3) マイナビから取材を受ける(2018.2.23) 


